










目的 

ヒトを含めて高等な哺乳類の新生児はある特定時期までに母親(養護者)にしっかりした愛

着が形成されないとその後の成長・発達が健全に行なわれず様々の障害さえ生じることが

近年明らかになってきた。Harlow,H.F.のアカゲザルの乳児に人形の代理母を与え、愛着を

形成する要因を探った研究が栄養よりもあたたかくやわらかい肌ざわりの重要性を強調し

て育児に大きな影響を与えた。彼の実験は胴体を針金で作った針金人形とそれをタオルの

ような手ざわりの軟い布でくるんだ布人形とを同時に BabyMonkey に呈示し、空腹になると

乳が吸えるように哺乳ビンを胸元にとりつけた。サル乳児は空腹になると哺乳ビンがどち

らの人形につけられていてものみに行ったが、その他の時間は殆ど布人形の許にくいつい

て過し、針金人形の許へは行かず、恐怖刺激が与えられると直ちに布人形に抱きつき、恐

れを鎮め元気をとり戻した。ここから Harlow は乳児ザルの愛着はあたたかくやわらかい肌

ざわりの布人形にのみ形成され、冷く荒い手ざわりの針金人形は恐怖の対象でしかないと

結論した。 

われわれは布製代理母と針金製代理母を同時に呈示し、二者択一を迫る飼育事態は二者の

対比を強め好悪を強調する手つづきであることに疑問をもち、通常母と子は一対一の生育

環境が一般的であるので、代理母も一対一に、それぞれ個室で飼育を試み、子ザルの成長

状況、愛着形成状況を検討した。きらに母親の個性の影響が子どものパーソナリティーに

如何に及ぼされるかを実母で育った子ザルを加えて出会わせ実験等を通して観察を行った。 


